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メディア・アーティストのススメ

オランダに行ってきた。ロッテルダム市の現代美術ギ

ャラリー「ヴィッテ・デ・ヴィズ」から、「Play-use」というタ

イトルの企画展示に招かれたのだ 。アーティス

トでもない私が、なぜギャラリーに呼ばれるのか？ こ

こでは、展示のようすを紹介しつつ「欧州から招待され

る方法」を伝授してみよう。

「Play-use」は、「遊びと実用」とでも訳せばいいのだ

ろうか。いわゆる「ネットサーフィン」が典型だと思うが、

実質的な利益を求めているのか、遊びでやっているの

か判然としない行為が、私たちの生活には意外に増え

てきている。特にパソコン関係では、新しいOSをイン

ストールしたり、カスタマイズの妙にハマっていたり、実

際に使う以前の作業に趣味的な楽しさを感じている人

が少なくないと思う。また、かつて仕事の時間とオフの

時間は明確に分かれていたわけだが、世界的に増え

始めた「ホームオフィス」というワークスタイルにおいては、

それを分けることの意味は小さい。

そんな状況を背景に「Play-use」では、美術だけで

はなく、ゲーム、建築など横断的な分野から出品者が

選ばれたのだ。筆者が出品したのは、ニンテンドウ64

のゲーム『巨人のドシン1』をモチーフにしたインスタレー

ション※。ゲームの中では、南の島に現れる巨人と、島

の住人とのコミュニケーションがテーマのひとつになっ

ているため、ミニチュアの「島と住人」を設置し、来場者

自身が「巨人」になったように感じさせるしかけだ。展

示のメインとなるゲーム自身が、地形を変形させて遊ぶ

「砂場遊び」のデジタル化であり、ツール的な機能を備

えたエンターテインメントなので、「Play-use」というコン

セプトにぴったりハマってくれたようだ。

他の展示はバラエティーに富んでいる。ロンドンの建

築家からは、スニーカーやコーラなど商品のCIを拡大

解釈する作品。MITのアーティストからは、小さめのバ

ックパックに録音装置を仕込み、街中でイライラして叫

びたくなったときにそれに向かって叫び、後で人が居な

い場所でその音を「解放」する皮肉っぽいヒーリング装

置など、いわゆる「現代美術」の枠には収まらないもの

も多かった。個人的におもしろかったのは、ピンポンを

使ったインスタレーションで、球にシールが貼ってあり、

プレイしようと思っても意外な方向にバウンドしてしまう

というもの。プレイヤー同士が、うまく球を打ち返さない

とラリーが続かないのだ。これは、「競争」原理が働く

スポーツに「協調」の精神を持ちこむ試みだという。そ

れを強調するように、ラケットには世界各国の国旗が貼

られている。

さて、1998年以降私が欧州に招かれた回数は、もう

10回近くになる。目的は、講演や審査委員、企画展示

などさまざまだが、積極的に売りこみをしたわけでもな

い人間が呼ばれる回数としては、かなりの数ではない

だろうか。自慢でも謙遜でもなく書くのだが、その理由

は、私が優秀なせいではなく、この業界自体が圧倒的

な売り手市場だからだ。日本のゲームやアニメ、マンガ

といったポップカルチャーに対する欧州からの興味は、

日本ではまったく想像できないほど大きい。ビジネスと

してだけではなく、アートや文化の観点から「日本独特

のもの」として評価されているのだ。

そうした分野に詳しい日本人には、メディア業界や美

術業界から大きな需要がある。会議や講演は英語が

ある程度以上できないとキビしいが、メディアアートや空

間展示なら、日常会話程度でオーケーだ。実際、筆者

が呼ばれるさまざまなイベントでも、英会話がウマくない

日本人アーティストが活躍しているのをよく見かける。今

からでも遅くはない。欧州で仕事をしてみたい人は、メ

ディアアーティストを目指そう。最初の一歩は、自分のウ

ェブサイトを英語化することだ。

www.wdw.nl

※飯田和敏（ゲーム作家）、渋谷城太郎（空間デザイナー）との共同企画。

ますやま・ひろし：メディア・プロデューサー。仕事に趣味
に、関連ドメイン名が増えすぎて管理不能に陥りつつ
あり。www.masuyama.comへの統合を画策中。「Money
～」（338P）のウェブ化も完了。感謝です＞編集部。桝山 寛c o l u m n s
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